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業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 当社は、最近の業績動向等を踏まえ、平成２４年５月１０日に公表しました平成２５年３月期通期

（平成２４年４月１日～平成２５年３月３１日）の業績予想を下記のとおり修正いたしますのでお知

らせいたします。 

 

記 

 

１． 業績予想の修正について 

 

通期業績予想数値の修正（平成２４年４月１日～平成２５年３月３１日） 

（金額の単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ６,５００ ６５ ５６ ４６ ６.１１ 

今  回  発  表  値  （Ｂ） ６,４００ ３５ １７ ４ ０.５３ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △１００ △３０ △３９ △４２  

増 減 率            （％） △１.５ △４６.２ △６９.６ △９１.３  

前 期 実 績 （ 平 成 ２ 4 年 ３ 月 期） ５,９１４ ４２ ３５ ３６ ４.８８ 

 
２．修正の理由 
   当社の主力とする石油事業では、サービスステーション部門において燃料油の販売数量減を主因

とした売上高の減少が見られるものの、卸部門において、寒波の影響による暖房用燃料の販売数量

が伸びるなど、石油事業全体の売上高は予想を上回る状況となっております。 
   また、売上総利益ベースでみても、サービスステーション部門において注力している「車検」お

よび「洗車」等の燃料油以外の収益が好調で、燃料油粗利の落ち込みをしっかりカバーするなど通

期計画達成の進捗度は良好であります。 
しかしながら、専門店事業に於いて、新しい店舗での展開を含めた売上増加を進めているものの、

震災特需の反動が想定以上に大きく、なかでも売上構成比の高い「完成車」の販売が振るわず、客

数はほぼ計画通りに進捗するも、客単価の下落が大きく、専門店事業全体の実績は予想との乖離が

拡大しております。 
加えて、不動産事業に於いて主力テナントの契約終了に伴う空室が発生し、家賃収入が大幅に減

少するなど厳しい状況にありますが、震災後の新基準に基づいた耐震診断は既に終了しており、専

門家との綿密な協議を踏まえ、耐震補強策をスピーディに進めるとともに、空室を早急に埋めるべ

くリーシング活動に注力して参ります。 
以上のことを要因に、現時点では平成 25 年 3 月期業績予想を上記の通り修正いたします。 

 
（注）上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際

の業績は、今後の様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。 

 

以 上 


